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施設概要 

大津赤十字病院 志賀病院 

 
 

 所在地 ： 滋賀県 西部 

 病床数 ： 150床 

 診療科 ： 7科 
 

 院外処方箋率： 98％ 

 薬剤管理指導： 70件/月 

 病棟薬剤業務： 未実施 
 

 薬剤師 ： 3名 

 時間外 ： オンコール体制 

 

療養病床・地域包括 

大津赤十字病院 

 
 

 所在地 ： 滋賀県 南部 

 病床数 ： 824床 

 診療科 ： 27科 
 

 院外処方箋率： 79％ 

 薬剤管理指導： 960件/月 

 病棟薬剤業務： 準備中 
 

 薬剤師 ： 38名 

 時間外 ： 薬剤師当直あり 

 

ＤＰＣ 急性 ~ 亜急性期 亜急性 ~ 慢性期 



 電子カルテ ： EGMAIN-GX  V6（富士通） 

 ＤＩ検索  ： JUS D.I.  （日本ユースウェアシステム） 
 

 調剤    ： Vp  （トーショー） 

 病棟業務  ： DI WORKS  （トーショー ） 

 薬品マスタ ： 大津で一元管理 

病院情報システム 



アジェンダ 

– 医薬品情報の発信 
 

– 持参薬管理 
 

– 薬品マスタ管理業務 
 

– 今後の検討課題 



JUS D.I.の起動 



医薬品情報の発信 



① 第１報）JUS D.I.トップページに掲載 

採用情報 

効能効果・用法用量の変更 

安全性情報 

資料集 



重要な情報は 
電子カルテのトップページからもリンク。 



② DWHを用いて投与中患者を抽出 

- 入院患者：担当薬剤師に院内メールで配信。 
 

- 外来患者：DI室で対応を検討。 



③ 紙ベースでの配布 



緊急安全性情報 / 安全性速報（自動配信） 



その他の情報（院内採用薬のみ手動登録） 



手動登録（個別登録・一括登録） 
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JUS D.I. の利用状況 



持参薬管理 



JUS D.I. 持参薬管理機能 



持参薬報告書の比較 

① 医師の処方オーダとの連携 

電子カルテ標準機能  ＞  JUS D.I. 

② 薬品に関する情報量 

電子カルテ標準機能  ＜  JUS D.I. 

③ 作成に要する時間（他施設からの持ち込み） 

電子カルテ標準機能  ＞  JUS D.I. 



大津 ）電子カルテ標準機能 

 JUS D.I.は薬剤鑑別に使用。一包化による持ち込みでは、 
 必要に応じて病棟薬剤師が「JUS D.I.報告書」を提供。 



志賀 ）ＪUS D.I. ＋ 文書作成機能 

  カルテ記録は、PDFのスクリーンショットをWordに貼付。 



薬品マスタ管理業務 



薬剤部 電子カルテ 医事課 用度課 実施部門 
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他部門マスタ作成依頼 

連携テスト → 使用開始 

処方注射マスタから
他属性マスタを作成 

マスタ登録 
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大津・処方注射マスタを志賀に複写 

連携テスト → 使用開始 （ 基幹システム連携確立 ） 

マスタ登録 

マスタ登録 

連携テスト → 使用開始 

処方注射マスタから
他属性マスタを作成 

他部門マスタ作成依頼 

処方注射オーダでの未使用薬は停止 

連携テスト → 使用開始 （ 基幹システム連携確立 ） 

コード発番とマスタ作成依頼 

マスタ登録 

医薬品はすべて処方注射マスタ登録 

マスタ登録 マスタ登録 



統合データベースによる情報管理 

調剤システム 電子カルテ・DWH がん化学療法 ほか 

統合データベース（ MS-Access® ） 

その他の情報 

・ＨＯＴコード 
・採用区分 
・定数配置情報 
・院内薬効分類 
・レジメン情報 
・安全性情報 
・副作用情報 
・抗菌薬分類 等 

・施設情報 
・他部門利用情報 
・医事内部コード 
・物流コード 
・オーダ区分 
・検索名称 
・オーダ有効期限 等 

・ホストコード 
・YJコード 
・オーダ名称 
・オーダ単位 
・投与量上限 等 

電子カルテ 

・部門管理コード 
・GS1 
・ハイリスク区分 
・薬情文章 
・製剤画像 
・薬品識別情報 等 

薬剤部門 



管理環境（ 専任２名で対応 ） 

調剤システム 

 

・統合データベース 

・がん化学療法の管理 

 

・電子カルテ 

・DWH 

 

ネット環境 

院内LAN 



薬剤情報の登録 

 MEDIS-DCのWEBサイトから定期的に薬剤情報 
 をダウンロード。 

MEDIS-DC 



管理コードによる外部データベース連携 

診療報酬情報 
JUS D.I. 添付文書 

JUS D.I. インタビューフォーム 



他部門の管理コード取得 

物流システム 

医事システム 

 ・手入力の減少による入力エラー防止 
 ・複数データベース参照による精度向上 



「定期的な検査が必要な薬剤」の注意喚起 

添付文書の「警告」から「重要な基本的注意」までの項目に、
定期的、頻回、検査、測定などのキーワードを含む採用薬品
を検索すると、933品目がヒット (-_-;) 

警告欄に記載されている102品目に、下記の項目を追加した
120品目をアラート対象。 
 

 ・「医薬品副作用被害救済制度」の適用が認められなかった医薬品 
 ・「医薬品安全管理者が留意すべき点について」（日病薬会誌 第51巻2号） 

  に掲載されている医薬品 
 ・ 製薬企業から適正使用情報として、注意喚起されている医薬品 
 ・ その他の注意が必要と思われる医薬品 



病棟業務システムでのアラート表示 



マスタ情報のメンテナンス（情報更新時） 

 添付文書情報の更新時に 
 「更新情報」で変更内容を確認。 



マスタ情報のメンテナンス（月１回） 

 CSV一括出力機能を利用。 
 出力データから特定キーワードを含む 
 添付文書を検索し、マスタ情報と比較。 



今後の検討課題 



従来の院内医薬品集 

薬効別 採用薬リスト 同効薬比較表 



資料集 

「お知らせ」にPDFリンク集を作成。 



掲載内容の検討 

 

– 比較表などの医薬品と１対１での 
対応付けができない情報 

 

– 添付文書やＩＦに未記載の情報 
（薬剤師が病棟業務で利用可能な情報） 

 

– 医薬品リスク管理計画の掲載 など 

 



まとめ 

– クローズ環境でも最新情報の入手が可能。 
 

– ＰＤＦによる違和感のない参照が可能。 
 

– CSV出力による二次利用が容易。 
 

– 他システムとの連携が容易。 
 

– 施設で独自設定できるリンク参照は便利。 

 


